
は じ め に

昨今,少子化を始めとした様々な社会環境の変化に

伴い,子 どもと接する経験が少ない青少年が増えてい

る。このことは,親になった時に子どもへの関わりに

23

困惑する体験につながり,さ らに育児不安をもたらす

一要因であると指摘されている
°。2003年 に成立した

「次世代育成支援対策推進法」でも,青少年の親準備

性を育む取り組みの重要性が謳われ',実際に青少年

を対象とした乳幼児との交流体験の取り組みも報告さ

れるようになってきた
3,→
。このような活動が活発に
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抄録 :親準備性 を養護性 とい う観点か ら捉 え,大学生男女の養護性 を乳幼児接触体験 との関係か ら明

らかにすることを目的に,質問紙 による集合調査 を実施 した。関西圏の大学生男女 241名 の回答 を分

析した。その結果,①養護性の形成状態は性別による差があり,女子の方が男子よりも「赤ちゃん・

子どもへの興味」「積極的養護的役割の受容」の得点が有意に高い,②乳幼児接触体験は男女ともに

「赤ちゃん・子どもへの興味」にプラスの影響を与えている,が明らかとなった。今後は,女子にお

ける「自信」の推移を親になるまでの過程において明らかにすること,養護性を高める働きかけとし

て乳幼児接触体験の質や量,体験の時期の検討が必要である。

キーワード:養護性,青年期男女,乳幼児接触体験
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なる中,青少年の親準備性に関する基礎的研究がより

一層重要となる。

親準備性の研究は,主 に幼い子どもに対する感情と

青年のもつ育児観の二つの側面から行われてきた'。

これまでに,乳幼児との交流によつて青少年の子ども

への興味は高まることが明らかになった
6｀約
。育児観

に関しては,性役割意識と子育てへの意識に焦点が当

てられてきたが,こ れらは主に母性意識の発達に着目

しているため女子学生を対象にした調査が多い
%Ю｀。

つまり,こ れまでの親準備性に関する研究は,親にな

る資質の一側面に焦点をあて,対象者は女子学生に限

られる傾向があった。したがって,青少年の親準備性

の発達を理解するためには,男女に適応できるより包

括的な概念を用いることが望ましい。

そこで本調査は,青少年の親準備性の把握のために

養護性という概念を用いる。養護性は,相手の正常で

健全な発達の促進のために用いられる共感性と技術と

されるH。 本来,養護の対象は発達の可能性のあるも

のすべてとされているが,養護の対象を乳幼児に限定

することによって,青少年の親準備性を明らかにする

ことが可能である
に)。 これまでの報告では,幼児期に

性役割の観念が発達することによつて,養護の対象に

性別による相違が現れることが報告されている
P。
女

子大学生を対象とした研究では,養護性の構成因子

は,1)赤ん坊・子どもへの興味,2)子 どもをうまく

扱える自信,3)積極的な養護的役割の受容であると

報告されている
‖)。 また大学生男女の養護性を比較す

ると,「赤ん坊・子どもへの興味」の得点は,男子学

生よりも女子学生で有意に高いことが明らかとなっ

たい'。 以上のように,養護性の構成因子の中でも幼い

者に対する興味が1生別によって異なることがわかって

いる。しかし,幼い者への興味以外の養護性の構成因

子に関する性別差,親準備性に影響する要因として指

摘されている乳幼児接触体験と養護性の関係について

検討している報告はいまだ少ない。したがって,本調

査は大学生男女を対象とし,養護性の形成状態を性別

と乳幼児接触体験との関連から比較検討した。

研 究 方 法

1.用語の操作的定義

本調査において養護性は,「赤ちゃん・幼い子ども

へのポジテイブな関心・感情,対象を慈しみ育てよう

とする動機,養護的行動を起こす積極性」H)と する。

2.対象

調査対象者は,関西圏の大学二校に通学する 18歳

から 24歳 までの大学生男女 288名。そのうち,270

名 (回収率 93.4%)よ り回答が得られ,有効回答数は

241名 (有効回答率 83.9%)で あった。調査は平成 17

年 4月 ～6月 に実施 した。

3.方法

調査協力を承諾 した大学で質問紙による集合調査を

実施した。

4.調査内容

本調査で使用した質問項目は,以下の通 りである。

1)養護性

小嶋
い)が
作成した女子青年の養護性に関する質問紙

から,養護性の中心をなす三つの尺度 24項 目を使用

した (表 1)。 それらは「赤ちゃん・子どもへの興味

(以下「興味」とする)」 (12項 目),「子どもをうまく

扱える自信 (以下「自信」とする」 (6項 目),「積極

的な養護的役割の受容 (以下「受容」とする」 (6項

目)である。5-「 そう思う」から 1-「全 くそう思わ

表 1「養護性」についての質問項目

尺度 1「赤ちゃん・子どもへの興味」

1 赤ちゃんを見ても別にかわいいとは思わない*

2 赤ん坊の泣き声を聞くとイライラする*

3 幼い子どもの瞳に引きつけられるものを感じる。
4 テレビに赤ちゃんが出てくると興味をもって見る。
5 子どもの心の動きに興味がある
6 幼い子どもが泣いているとイ可とかしたいと思う
7 幼児の姿をつい日で追っていることがある
8 子どものことよりも青年の生活と′亡ヽ理に興味がある*

9 子どもが遊んでいるのを見るのはおもしろい
10 小さい子どもに頼られるとうれしい
H 遊んでいる子どもの歓声をうるさいと感じる
12 保育所の前を通 りかかると,中 をのぞきたくなる

尺度2「子どもをうまく扱える自信」

1 幼児の相手をうまくやれると思う
2 小学生の遊び相手になれそうである
3 小さい子どもの相手は苦手である*
4 子どもはあまり好きにはなれない*

5 小さい子どもの世話には自信がある
6 子どもって面白い存在だと思う

尺度 3「積極的な養護的役割の受容」

1 できれば自分も親となって子どもを育てようと思う
2 将来,親になった時のことを想像することがある
3 子育てにはいろいろわずらわしいこともあると思う*
4 自分は子どもを育て,よ い親になろうと思っている
5 将来,子 どもをうまく育てられるか心配である。*

6 自分は将来,わが子に慕われる親になれる気がする

逆転項目
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ない」までの 5件法での回答を求め,得点が高いほど

養護性の形成はよい状態であるとみなした。小嶋
四

は,質問紙の妥当性に関してビデオで提示した赤ん坊
・子どもに対する調査対象者のプラスの情動と「赤ち

ゃん・子どもへの興味」,「積極的な養護的役割の受

容」は,それぞれ有意な相関を示したことを報告して

いる (r=.28～ .47;p<.01;N=68)。 また,信頼性

については,「 赤ちゃん・子 どもへの興味」:α

=.76,「子どもをうまく扱える自信」:α =.85が報告

されているb)。

2)乳幼児接触体験

花沢
つの研究で用いられた乳幼児接触体験項目を参

考に,14項 目を選定した。「全 くしたことがない」,

「1,2回 したことがある」,「 3回以上たびたびしたこ

とがある」の 3件法での回答を求めた。素点の合計点

は 14～ 42点であり,得点が高いほど乳幼児と接 した

経験が多いとみなした。

3)背景

対象者の性別,年齢,学部について質問した。

5.分析方法

対象者の特性,乳幼児接触体験,養護性の下位尺度

の得点を把握するために単純集計を行った。乳幼児接

触体験の得点総和から多接触群と少接触群の二群に分

け,養護性下位尺度の性別および孝L幼児接触得点によ

る比較を行った (t検定 )。 統計的解析は統計パ ッケ

~ン SPSS H.O J for Windowsを 用いた。

6.倫理的配慮

調査の実施前に,調査対象者に以下の内容を書面と

口頭で説明した ;①調査は匿名性を守る,②データは

調査以外の目的には使用しない,③調査協力は自由意

志であり,協力しないことによる不利益はない。当該

学生が受講する講義を担当していない調査者が,デー

タ収集を行った。

Ⅲ 結 果

1.対象者の属性

調査対象者は男子学生 62名 ,女子学生 179名 ,計

241名 であった。年齢は平均 20.4歳 (SD l.45)で あ

った。学部は看護学部 166名 (68.9%),医療福祉工

学部 75名 (31.1%)であった (表 2)。 看護学部の学

生は母子看護学実習未履修者である。

表 3 男女別養護性下位尺度得点の平均値

′
性層J Mcan SD t値

興味
男子

女子

59

174 縄1l li1 6"料 *

自信
男子

女子

21.72    5。 28

22.94    4.48
1.75

受容

***p<.001,**p<.01,*p<.05

2.養護性について

養護性の三つの下位尺度について得点総和から平均

値を算出し,性別間で t検定を行った (表 3)。 その

結果「興味」「受容」で女子学生の値は男子学生より

も有意に高かったが,「自信」では差がなかった (「興

味」p<。001,「受容」p<。05)。

3.乳幼児接触体験

乳幼児接触体験 14項 目の得点総和を乳幼児接触得

点として算出した。平均値は女子学生 29.7点 (SD

7.5),男 子学生は 25.0(SD 7.1)で あった。乳幼児接

触得点について性別によるt検定を行った結果,女子

学生の値が有意に高かった (p<.01)。

乳幼児接触体験の各項目についての回答を男女別に

示す (図 1,2)。 14項 目中,「3回以上たびたびしたこ

とがある」の回答が多かった項目は,「体に触った」,

「おもちゃで遊んだ」「抱っこ」,「手を握った」であ

り,男子学生では60%,女子学生では65%を上回つ

ていた。「全くしたことがない」の回答が 60%を超え

た項目は,女子学生では「お風呂に入れた」,「 ミルク

を作った」の 2項 目,男子学生では「お風呂に入れ

た」「おむつを換えた」「ミルクを作った」「添い寝し

た」「着物を着せ替えた」「ほほずりやキスをした」

「ミルクを飲ませた」の 8項 目で,女子学生の方が子

どもの世話した経験のある者が多かった。

4.養護性と乳幼児接触体験との関連について

乳幼児接触得点の平均値を基準に多接触群と少接触

群の二群に分け,男女別に二群間で養護性下位尺度に

ついて t検定を行った (表 4,5)。 その結果,男子学

生では多接触群が少接触群よりも「興味」の得点が有

男子

女子

61

176 1肥 よ脳 2X*

表 2 対象者の背景 (単位は名)

看護学部     166
医療福祉工学部  75
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「いない、 いない、ば一」をしたこと

ミル クを飲ませたこと

ほほず りやキスをしたこと

着 物 を着せ替えたこと

手 を握 つたこと

あや したこと

添 い寝 したこと

おんぶ したこと

抱 っこしたこと

ミル クを作 つたこと

おむつを換えたこと

お もちゃで遊んだこと

お風 呂に入れたこと

体 に触 つたこと

111      ‐ l l

l      l

l      l

l11111 1 1111

1111■ | |||| |■ | |||ll   
―

|  |  |    |

|  l          l  
―

El無

□ 1～ 2回

■ 3回 以 上

図 1

「いない、 いない、ば一」をしたこと

ミル クを飲ませたこと

ほほず りやキスをしたこと

着物 を着せ替えたこと

手 を振:つ たこと

あや したこと

添 い寝 したこと

おんぶ したこと

抱 つこしたこと

ミル クを作 つたこと

おむつを換えたこと

お もちゃで遊んだこと

お風 呂に入れたこと

体 に触 つたこと

0     20    40    60    80

乳幼児接触の各項目の回答 (女子 )

l       l

l  ll        l  l   
―

l              l  
一

1111   1 1111111 111 11 -

ll ll ll  l   ll~|‐ |

I            II  l l―

I           l  l  ■

III1 1 1 1111■ :|:||||||■ |■ ||||■ |■■111111‐

100(%)

田 無

□ 1～ 2回

■ 3回 以 上

0     20    40 60 80  100(%)

図2 孝L幼児接触の各項目の回答 (男子)

表 4 乳幼児接触体験得点別の養護性の平均値 (男子 )

乳幼児接触得点  N  Mcan  SD

表 5 乳幼児接触体験得点別の養護性の平均値 (女子 )

乳幼児接触得点  N  Mcan  SD  t値t値

興味  笏婁[I葬
27    39.62     8.02

29    44.55     9.25
興味  笏垣li葬 :織 [:la辟

料
2。 12*

84

87

自信   多垣:i葬
21.19   581.00

23.34     4。 94

27

29
自信   多種[I葬 誘 分脳 1“ i"料 *

受容  多垣[I葬
27    18。 85     5。 19

30    19.83     5.02
受容  多垣:i葬 :;    :I:::    ::::   2.34*

0。73

*p<.05

意に高く (「興味」p<.05),女 子学生では三尺度とも

に多接触群の得点が有意に高かった (「 興味」p

<.001,「 自信」p<.001。 「受容」p<.05)。

***p<.001,**p<.01,*p<。 05
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Ⅳ 考

1.性別による養護性の形成状態

青年期男女の養護性の形成状態を性別および孝L幼児

接触体験との関連から明らかにすることを目的に,既

存の質問紙を用いた集合調査を実施した。その結果 ,

養護性の下位尺度の中でも「興味」「受容」は女子学

生の得点が男子学生に比べて有意に高いことがわかっ

た。この結果は,大学生男女を対象とした結果,お よ

び中学生から大学生男女を横断的に調査 した結果と一

致している“
ゴ。3歳 までの幼児は,性別に関わらず

同じように赤ん坊に興味を示すが,4,5歳 になると性

役割の観念が発達してくるため,男児は養護の対象が

乳幼児以外に変化 し,女児は幼い者への興味が持続

し,ごつこ遊び等でも他者を世話する行動が多く観察

される
H)。
したがって,性役割観の影響のもとに幼少

期から養護の対象が方向づけられていることが,「興

味」「受容」の性差として反映されたと考えられる。

一方,「 自信」では性別間に得点の差がみられなか

った。養護性の他の構成因子および乳幼児接触体験の

結果を総合すると,女子学生は「興味」,「受容」,乳

幼児接触体験の得点は男子学生よりも高いが,「 自

信」は男子学生と同程度であると把握できる。つま

り,女子学生は子どもに対する興味があり,将来親に

なることや育児に対する積極的な姿勢はあるものの子

どもに接する自信はそれほど高くない状態であると理

解することができる。女子大学生の育児への自我関与

度は男子大学生よりも強く,将来担うであろう育児ヘ

の責任や不安を感じていることが報告されているよう

に口),女子学生の場合 ,「 自信」は今後担うであろう

育児への責任を反映した結果であると考えられる。今

後は親予備群である年代から実際に親になるまでの年

代にかけて,子 どもの世話に対する自信はどのように

培われているのか,将来の親役割に対する自我関与度

の視点から検討する必要がある。

2.乳幼児接触体験による養護性の形成状態

本調査の結果,乳幼児接触体験が多い者の方が男女

ともに「興味」の得点が高いことがわかった。この結

果は,幼い子どもとの交流が親準備性を高める要因で

あることを指摘する過去の研究結果
6ヽ9を
支持 してい

る。養護性は対人関係の場で発揮される特性であり,

養護的役割は実際に養護する側,さ れる側双方の役割

体験を通して内面に形成される・ 。養護する側として

幼い子どもと交流することによつて,対象と結びつい

た具体的な場面やイメージが蓄えられ,対象への「興

味」が増 し養護性の発達が促されることが考えられ

る。

本調査の結果から,男女ともに幼い子どもとの交流

を体験している者の対象への興味が高いことが確認で

きた。しかし,その他の尺度は性別により異なり,女

子学生では乳幼児接触体験が高い者は養護性のすべて

の尺度が高かったのに対 して,男子学生では「興味」

以外の得点では差がみられなかった。乳幼児接触得点

は女子学生が男子学生に比して有意に高く,遊びや触

れ合い,世話的な項目のいずれにおいても体験が多か

った。したがって,女子学生は男子学生よりも子ども

を養護的な役割を担ってきており,その体験の差が養

護性の形成状態に表れていることが考えられる。生涯

発達の視点で養護性を捉えると,働 きかけによつてど

の時点でも養護性を高めることは可能である
蟷)。
実際

に親になるまでの過程において,乳幼児との交流の体

験の質や量,体験の時期が, どのように養護性の形成

に影響を与えていくのかを明らかにすることによつ

て,幼い者との交流の機会が少ない青少年に対 して養

護性を高めていける働 きかけを検討することができ

る。

以上のことから,養護性の形成状態は性別による差

があり,女子学生の方が男子学生よりも「興味」「受

容」の形成状態はよいが,「 自信」では性別による差

はみられない,乳幼児接触体験が多い者の方が養護性

の得点が高く,特に女子学生ではすべての下位尺度で

高いことが明らかになった。今後は,女子学生におけ

る「自信」の推移を親になるまでの過程において明ら

かにすること,養護性を高める働きかけとして乳幼児

接触体験の質や量,体験の時期の検討が必要である。

V 研究の限界

本調査では,対象者が看護系・福祉系大学の学生と

している。さらに全対象者の約 7割を占める看護系大

学生については,母子看護学実習未履修者としている

もの,授業・演習はすでに始まっており,幼い者の知

識や関心は他学部の学生よりも多いことが考えられ

る。したがって,本調査で得られた結果は,看護系・

福祉系大学生に限定した結果であると捉える必要があ

る。今後は,現代の青年を反映した結果を得られるよ

うな標本抽出の方法論も検討する必要がある。

察
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